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	サークル活動の再活性化と 地域連携によるスポーツ振興
	サークル活動の再活性化と地域連携によるスポーツ振興
	令和8年度の事業予定
	スポーツフェスティバルの拡大開催
	・例年5月に開催しているイベントにて外部講師 　を招き、大学サークルの学生に加えて地域の 　小中学生も参加できる体験型プログラムを実施。 　その際、大学のサークル 　への参加を促すリーフ 　レットを配布し、大学を 　拠点としたスポーツ活動 　基盤の形成と促進を図る。
	特定サークルの活動強化
	・地域から経験のあるコーチを招聘しサークル活動 　の促進と活性化を図り、サークル事業継承と交流 　機会を促す基盤整備を行う。
	【大学の課題】
	大学を拠点とした 活動の促進
	サークル活動 継続・交流の促進

	【地域の課題】
	世代や組織を越えた交流を通じて、 身体を動かすことの大切さを楽しく学べる 機会を提供し、大学サークルの再活性化、 ひいては地域のスポーツ振興を目指す。




